
等差数列（その２３）

例題：下の数列の５番目から１０番目までの和を求めなさい

　１、４、７、１０、１３・・・・・・

（解説）この場合は１～１０までの等差数列の和から１～４までの等差数列の和を引いた値が求める
　　　　数となります。

解答

５～１０番目までの和　＝　１～１０番目までの和　－　１～４番までの和

公差　＝　４　－　１　＝　３

　ｎ番目の数　＝　最初の数　＋　公差　×（ｎ　－　１）
１０番目の数　＝　１　＋　３　×（１０　－　１）
　　　　　　　＝　１　＋　３　×　９
　　　　　　　＝　２８
　４番目の数　＝　１　＋　３　×（４　－　１）
　　　　　　　＝　１　＋　９
　　　　　　　＝　１０

ｎ番目までの和　＝　（最初の数　＋　ｎ番目の数）　×　ｎ　÷　２

１０番目までの和　＝　（１　＋　２８）　×　１０　÷　２
　　　　　　　　　＝　２９　×　１０　÷　２
　　　　　　　　　＝　１４５

　４番目までの和　＝　（１　＋　１０）　×　４　÷　２
　　　　　　　　　＝　１１　×　４　÷　２
　　　　　　　　　＝　２２

５～１０番目までの和　＝　１～１０番目までの和　－　１～４番までの和
　　　　　　　　　　　＝　１４５　－　２２
　　　　　　　　　　　＝　１２３

（補足）
　この程度の桁数なら、数列を実際に作成して、機械的に足し算で求めても回答することができます
が、１１～４７番目までの和のように数が大きくなってくるとそうもいきません。できたとしても時
間がかかりすので、このやり方を覚える方が良いです。
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